
″①オルハ ン・ パムク著 『イス タンプ ール』

(藤原書店、3600円一和久井路子訳 )

②大高保二郎 、松原典子編訳 『ゴヤの手紙』

(岩波書店、 10000円 )

③ Peter Prange著  『Der letzte Harem』

(Droemer)

″

青
柳
　
正
規

国
立
西
洋
美
術
館
長

・
美
術
史

梯t

久
美
子

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

①梅佳代著『男子』

②岩崎千夏著『タキワロ』

③茨木の り子著『歳月』

(リ トリン・ モア、 1900円 )

(長崎出版、 1500円 )

(莉E和事たL、  1900F電 )

都
市
を
舞
台
に
、
都
市
そ
の
も

の
を
対
象
と
す
る
作
品
は
昔
か
ら

数
多
く
あ
る
が
、
①
は
、
都
市
そ

の
も
の
が
も
つ
憂
愁
を
正
面
か
ら

と
り
あ
げ
た
希
有
な
大
作
。

②
は
ゴ
ヤ
の
書
簡
を
編
纂
し
翻

訳
し
た
労
作
。
宮
廷
生
活
に
あ
こ

が
れ
る
と
同
時
に
庶
民
の
生
活
に

も
愛
着
を
示
す
画
家
の
人
間
性
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

③
は
今
年
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ

た
歴
史
小
説
。
オ
ス
マ
ン

・
ト
ル

コ
最
後
の
ス
ル
タ
ン
に
愛
さ
れ
た

ハ
ー
レ
ム
の
二
人
の
女
性
の
数
奇

な
運
命
は
、
時
代
、
社
会
、
個
人

と
い
う
永
遠
の
問
題
を
再
考
さ
せ

て
く
れ
る
。
は
や
く
翻
訳
書
が
で

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

今
年
、
何
度
も
手
に
取
っ
た
本

た
ち
。
①
お
バ
カ
で
脳
天
気
、
ち

ょ
っ
と
だ
け
男
気
も
あ
る
小
学
生

男
子
の
写
真
集
。
彼
ら
の
表
情
も

仕
草
も
私
が
小
学
生
だ
っ
た
三
十

数
年
前
と
同
じ
で
、
つ
い
笑

っ
て

し
ま
う
。
十
歳
か
ら
十
二
歳
く
ら

い
ま
で
の
男
子

っ
て
ヽ
い
つ
の
世

も
変
わ
ら
な
い
ん
だ
な
あ
と
思
う

と
、
な
ぜ
か
嬉
し
い
。
②
山
口
県

の
小
さ
な
離
島
、
見
島
に
住
む
若

い
作
家
が
島
の
伝
承
を
も
と
に
描

い
た
絵
本
。
心
の
根
源
的
な
と
こ

ろ
に
ふ
れ
て
く
る
絵
の
力
。
③
詩

人
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
夫
恋
い

の
詩
集
。
も
う
こ
の
世
に
い
な
い

夫
を
支
え
と
し
て
、
独
り
の
日
常

を
生
き
切

っ
た
詩
人
の
、
背
筋
の

伸
び
た
姿
が
見
え
て
く
る
。

●
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①馬路泰蔵 。明子著『床下からみた自川郷』

(風媒社、6000円 )

②今津浩一著『ペ リー提督の機密報告書』  ‐

(ハイデンス、2381円 )

③松木武彦著『列島創世記』  (小 学館、1900円 )

磯
田
　
道
史

茨
城
大
学
准
教
授

。
日
本
近
世
史

河
合
　
祥

一
郎

東
京
大
学
准
教
授

。
英
文
学

①柳瀬尚紀著 『日本語は天才である』

(新潮社、 1400円 )

②松浦寿輝著 『川の光』 (中 央公論新社、 1700円 )

③東野圭吾著 『ダイイ ング・ アイ』

(光文社、 1600円 )

現
場
で
こ
つ
こ
つ
調
べ
て
き
た

方
の
成
果
を
３
つ
紹
介
し
た
い
。

①
は
世
界
遺
産

・
白
川
郷
の
合

掌
造
り
の
床
下
で
江
戸
時
代
、
人

尿
な
ど
か
ら
火
薬
が
製
造
さ
れ
て

い
た
事
実
を
解
明
。

②
は

日
曜
歴
史
家
の
著
作
。

未
公
刊
未
翻
訳
の
ペ
リ
ー
関
係
史

料
を
紹
介
。
機
密
報
告
書
の
内
容

か
ら
日
米
関
係
の
根
源
が
わ
か

る
。
黒
船
の
と
き
か
ら
日
本
人
は

ア
メ
リ
カ
人
に
強
い
興
味
を
示
し

た
。③

は
日
本
に
王
権
と
国
家
が
誕

生
す
る
姿
を
最
先
端
考
古
学
で
解

説
。
日
本
人
気
質
の
原
型
は
弥
生

か
ら
古
墳
時
代
の
戦
乱
の
な
か
で

形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
と
妙
に
納

得
し
た
。

①
日
本
語
の
面
白
さ
を
教
え
て

く
れ
る
愉
快
な
本
。
た
だ
、
う
っ

か
り
二
〇
〇
七
を
ニ
セ
ン
ナ
ナ
と

読
も
う
も
の
な
ら
、
小
詳
生
の
娘

か
ら

「
シ
チ
で
す
」
と
叱
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
こ
の
本
の

せ
い
。
あ
あ
、
シ
チ
面
倒
臭
い
！

②
そ
の
娘
に
勧
め
た
ら

「
面
白

い
■
・」
と
、
夢
中
で
読
み
ふ
け

っ

た
の
が
こ
の

一
冊
。
ネ
ズ
ミ
を
主

人
公
に
し
た
感
動
の
冒
険
謂
。
児

童
文
学
の
ふ
り
を
し
て
、
表
現
に

凝
っ
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
は
ヤ

ン
グ

・
ア
ダ
ル
ト
向
け
か
も
？

③
宮
部
み
ゆ
き
の

『楽
園
』
も

よ
か
っ
た
け
れ
ど
、
東
野
圭
吾
の

勢
い
は
す
ご
い
。
特
に
こ
の
作
品

の
前
半
部
の
文
章
の
巧
み
さ
は
絶

品
だ
。
ハ
マ
リ
ま
し
た
。




